
Beyond 5G研究開発促進事業

アクティビティ（活動）

Beyond 5G実現に必要となる要素技術等の研究開発を行う競争的資
金プログラムを実施し、民間企業や大学等による研究開発プロジェク
トを促進
■要素技術(例)
・超高速・大容量通信を可能とするための研究開発
・超低遅延を可能とするための研究開発
・超多数同時接続を可能とするための研究開発
・自律性を確保するための研究開発
・拡張性を確保するための研究開発
・超安全・信頼性を確保するための研究開発
・超低消費電力を可能とするための研究開発

■上記要素技術について、競争的資金プログラムにより広く研究開発
課題を募り、専門家等による評価に基づき実施すべき課題を採択、研
究実施

アウトプット（活動目標）

Beyond 5G実現に向け実施した、要素技術の研究開発課題数

インプット（資源）

■令和３年度要求額：５，０００百万円（新規）

現状・課題

○ 2030年頃の実用化が想定さ
れる5Gの次の無線通信シス
テムであるBeyond 5Gは、国

民生活や経済活動を支える
社会基盤として、あらゆる組
織や産業において活用される
のみならず、Beyond 5Gを構

成する革新的な情報通信技
術が社会に対して広範な波
及効果を生むことが想定され
ることから、我が国の国際競
争力等の観点から様々な要
素技術の確立が求められて
いる。

○一方、Beyond 5Gは、5G以
前の移動通信インフラと比較
して、実現に必要となる要素
技術の研究開発の難易度が
飛躍的に高まるとともに、通
信インフラに留まらないより広
範な関連技術との統合が必
要になると見込まれることか
ら、Beyond 5Gの実現に向け

た取組を政府が積極的に推
し進める必要性が高まってい
る。

アウトカム（成果目標）

インパクト（国民・社会への影響）

【中長期アウトカム】

競争的資金プログラムで実施された研
究開発課題の成果を用いて、製品化等
の実用化を目指す

■2025年頃から順次要素技術を確立し、
Beyond 5Gにおける将来の国際競争力を
確保する。

■Beyond 5Gという次世代の社会インフラ
が実現し、サイバー空間（仮想空間）とフィ
ジカル空間（現実空間）の融合等、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間
中心の社会Society 5.0が実現(2030年頃)

【短期アウトカム】

競争的資金プログラムにより採択、実施
された研究開発のうち、外部専門家によ
る研究開発評価において、優れた進捗が
認められた研究開発課題の割合70％以
上
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